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　もっとも新しい2001年の国勢調査では、イギリスの全
入口約5900万人中、エスニック・マイノリティは7．9％
（約460万人）である。この数字は、10年前に比べると
50％以上の急激な増加傾向を示している。しかも、この
間、ムスリム、ヒンドゥー、シク、ユダヤ教、仏教など
をはじめとして「宗教的エスニシティ」とでも呼べそう
な移民たちの世界が、数多くの宗教施設を建設し、これ
まで以上に「表舞台」に登場してきているのである。例
えば、あるデータでは、イングランドとウェールズで、
モスクは1972年に79だったのに、99年には584と7倍以
上に増えており、シク寺院（グルドゥワーラー）は、72
年で40だったのに99年には180と4倍以上に増えている
のである。また、2001年のあるデータでは、ヒンドゥー
寺院は126となっている。現代のイギリス社会が、近年
「マルチ・レイシャル・ブリテン」とか「マルチ・カル
チュラル・ブリテン」とともに「マルチ・フェイス・ブ
リテン」とも呼ばれるようになってきているのはこうし
た事情によるのである。私は、このような現代イギリス
の多民族・多宗教事情に鑑み、近年、「民族・宗教間の
関係がかなりうまくいっている」多民族・多宗教都市と
して国内外から高い評判を得ているイングランド中部の
一地方都市レスターを一事例としてとりあげ、この間、
現地に足を運びながら、少しずつ研究を進めてきている。
基本的には、一地方都市の具体的なケース・スタディを
通して、歴史的に「多民族（宗教・文化）統合と共存」
の問題を考えてみたいというのが私のささやかな研究の
狙いである。
　レスターは、2001年段階で人口約28万人の中規模地方
都市である。さきに述べた国勢調査では、エスニック・
マイノリティは36．1％（約10万人）も占めている。そし
て、そのうち一番多いのが南アジア系で29．9％（8万
4000人）、その内訳はインド系257％（7万2000人）、パ
キスタン系が1．5％（約4300人）、バングラデシュ系0．7％
（約2000人）である。その次が、カリブ海地域やアフリ
カ出身のブラック系で3，1％（約8600人）。それから、三
番目が混血2，3％（約6500人）、最後が中国系0．5％（約
ユ400人）の順になっている。このように、レスターはエ
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スニック・マイノリティのなかでは南アジア系が、その
なかでもとくにインド系がひじょうに多い都市なのであ
る。また、彼らの多くは、インド亜大陸からであれ、東
アフリカからであれ、グジャーラート地方とパンジャブ
地方がルーツとなっている。
　レスターの宗教については、キリスト教が一番多いと
はいえ、447％（約12万5，000人）ですでに半数を割って
いる。二番目はヒンドゥー教で14．7％（4万1，000人）、三
番目がムスリムで11．0％（約3万1000人）、次がシクで
4．2％（1万2，000人）、そして仏教の0．2％（約640人）と
いう順になっている。それに無宗教が17．4％（約5万人）。
このように、レスターの宗教的特色は、キリスト教を除
けば、ヒンドゥー、ムスリム、シクがひじょうに多いと
いう点にある。これら三つの宗教を合わせると、全体の
3096（約84000人）も占めることになるのである。また、
それぞれの寺院数をあげれば、2001年のあるデータでは、
ヒンドゥー寺院18、モスク22、シク寺院6ということで
ある。アソシエーションやソサイアティなども加えると、
もっと多くなるのである。
　今回の研究計画では、こうした点を念頭におきながら、
レスターへやってきた数多くの移民たちが数十年かけて
徐々につくりあげてきた宗教施設や祭りの歴史と役割の
検討を通して、多民族・多宗教都市レスターの形成と発
展を考えていく予定である。
　まず初年度に実施した調査のひとつは、数多く存在す
るヒンドゥー寺院、モスク、シク寺院などの宗教的・世
俗的指導者のインタビューである。現段階で、その調査
から明らかになってきていることのひとつは、宗教間の
違いはいうまでもなく、同じ宗教でも、カースト・出身
地域・言語の違いによって実にさまざまなバリエーショ
ンが存在するということである。そして、それがつくら
れてくるには、単に移民人口の増加ということだけでな
く、彼らの覇権争い・教義・財政問題が絡み合い、また
彼らの「祖国」の政治状況もそれに深く影響を与えてい
るのである。
　もうひとつの調査は、さまざまな文書館、図書館（地
元新聞社の図書室も含む）、コミュニティ・センター、
市役所などを利用させてもらい、それらに関する資料
（新聞の「切り抜き」を含む）を収集したことである。
そこからは、移民たちがつくりあげてきた宗教コミュニ
ティや祭りの歴史と役割がより具体的に明らかとなって
くるのである。
　さらに、こうした問題を次年度も継続して進めていき、
現代イギリスの、そしてレスターの多民族・多宗教事情
の一端を紹介できればと考えている。
